
定例的な行事は下に記載しています。

日 曜 行 事 時 間 場 所 問合せ先等
行政相談 9:30～12:00 宮崎行政相談センター☎24-3370

人権相談 10:00～15:00 宮崎地方法務局人権擁護課☎22-5124
子ども一時預かりボランティア「リフレッシュ
きよたけ」【要予約】 10:00～12:00 清武総合福祉センター 市社協清武支所☎55-6207

みなみのかぜ支援学校との交流学習（５年） 未定 加納小 同左☎85-3100

清武幼稚園作品展示 9:00～18:00 きよたけ児童文化センター 同左☎85－6811

赤ちゃんひろば 10:00～11:00 清武地域子育て支援センター
同左☎84－2380※事前申込要（0歳児　10
組）

避難訓練 午後 加納小 同左☎85-3100

プール清掃 午後 清武小プール 同左☎85－1011 

みなみのかぜ支援学校との交流学習（２年） 未定 加納小 同左☎85-3100

たのしく遊ぼう 16:00～17:00 きよたけ児童文化センター 同左☎85－6811

古文書講座　第１回 10:00～11:45 安井息軒記念館 同左☎84-0234※申込必要、当日まで可

おたのしみ工作 13:00～15:00

おもちゃ病院 13:00～16:00
4 ↓
5 ↓

6 火 宿泊学習（５年）７日まで 終日 清武小・大久保小 清武小☎85－1011・大久保小☎85－1100

7 水 愛の一声あいさつ運動　９日まで 朝 加納小 同左☎85-3100

管理栄養士による栄養相談 10:00～11:30 清武地域子育て支援センター 同左☎84－2380

8 木 みなみのかぜ支援学校との交流学習（６年） 未定 加納小 同左☎85-3100

わらべうた　　 10:00～11:00 清武地域子育て支援センター
同左☎84－2380※事前申込要(0歳児　10
組）

みなみのかぜ支援学校との交流学習（３年） 未定 加納小 同左☎85-3100

10 土 息軒会読｢『弁妄』詳解」第６回 13:30～15:30 安井息軒記念館 同左☎84-0234※申込必要、当日まで可

きよたけはんきゅう軽トラ市 9:00～12:00 清武文化会館前通り 清武町商工会☎85－0173

はじめての手話 10:00～11:00 清武地域子育て支援センター 同左☎84－2380※事前申込要(８組）

12 月 プール開き 加納小 同左☎85-3100

13 火 避難訓練（消火訓練） 10:00～11:00 清武地域子育て支援センター 同左☎84－2380※事前申込要(10組）

14 水 町探検２年 9:30～10:30 清武小 同左☎85－1011 

15 木
子ども一時預かりボランティア「リフレッシュ
きよたけ」【要予約】 10:00～12:00 清武総合福祉センター 市社協清武支所☎55-6207

16 金 おたのしみ工作 15:30～17:00 きよたけ児童文化センター 同左☎85－6811

17 土 息軒会読｢『弁妄』詳解」第７回 13:30～15:30 安井息軒記念館 同左☎84-0234※申込必要、当日まで可

堤さんのおもちゃ作り 10:30～15:00

easy版画happy アニマル君 13:00～16:00
19 ↓  
20 火 園開放 10:30～11:30 清武幼稚園 同左☎85-5335

21 ↓

22 木 みなみのかぜ支援学校との交流学習（４年） 未定 加納小 同左☎85-3100

４園合同作品展示
（北今泉保育園、黒坂保育園、
清武中央こども園、ふなひきこども園）

9:00～18:00 きよたけ児童文化センター [問]同左☎85－6811　

大久保小参観日 未定 大久保小 同左☎85－1100

みなみのかぜ支援学校との交流学習（１年） 未定 加納小 同左☎85-3100

安井息軒記念館講座　第１回 10:00～11:45

息軒会読｢『弁妄』詳解」第８回 13:30～15:30
25 ↓
26 ↓

27 火 誕生会　　　　　 10:00～10:30 同左☎84－2380　※誕生者のみ事前申込要

キッズイングリッシュ 10:00～11:00
同左☎84－2380※誕生者のみ事前申込要
(他の方は自由参加）

租税教室６年 13:30～ 清武小体育館 同左☎85－1011 

29 ↓
30 ↓

  >>>　裏面（お知らせ）　　　

1 木

清武総合支所５階５Ｂ会議室

2 金

3 土
きよたけ児童文化センター 同左☎85－6811

9 金

11 日

18 日 きよたけ児童文化センター 同左☎85－6811

23 金

24 土 安井息軒記念館 同左☎84-0234※申込必要、当日まで可

清武地域子育て支援センター

28 水

令和５年５月１５日発行
清武総合支所地域市民福祉課
☎８５－１１１１

令和５年

１4日(水)まで

７月6日（木)まで

　　　　 　このマークがついている行事は、裏面（お知らせ）に掲載しています。

清武児童文化センター定例行事（この行事は上の欄には記載していません）
　えいごで遊ぼう①　毎週　火　15:30～16:10（自由参加）　　音楽教室　第２・４　土　9:30～11:30
　あみあみクラブ　第２・３・４　木　16:00～17:00  ちくちくクラブ　第２・４　水　16:00～17:00 　風船バレー　第２・４　金　16:00～17:00
　おもちゃ広場　　　毎週　木　10:00～12:00 　 おもちゃ広場（おもちゃいっぱいの日）　第１・第３　日　10::00～15:00

清武地域子育て支援センター休館　第２木午後・第３火午後



第７５号

★「第４５回 きよたけ郷土祭り」を開催します。
◆期 日 ７月１５日（土）、１６日（日）
◆会 場 岡ノ下公園（岡球場）
◆お知らせ
・祭りの開催に伴い、行列練り歩き・ステージ・ボラン
ティアの 参加者を募集します。

・詳細は実行委員会事務局にお問合せください。
・最新情報は、ホームページをご覧ください。

http://kiyotakematsuri.sakura.ne.jp/

◆内容・日時
①めんつゆ ７月２８日(金) ９時～１２時
②アイスクリーム ８月２５日(金) ９時～１２時
◆会 場 清武ふるさと農産物加工センター
◆対 象 初めて施設を利用される方

どちらか１回の参加となります。
◆定 員 各１０名(定員になり次第締切)
◆参加費 ①１，４００円 ② １，２００円
◆持参物 エプロン、三角巾、マスク
◆申込期間 ６月２６日(月)～３０日(金)

★子ども見守りボランティア「リフレッシュきよたけ」のご案内
子育て中の方に一息ついて貰うため、経験豊かな保育士や

ボランティアが、お子さんを預かります。
◆期 日 毎月 第１・第３ 木曜日
◆時 間 １０時～１２時
◆会 場 清武総合福祉センター
◆期 日 満１歳から４歳未満の幼児
◆利用人数 １回３名まで
◆利用料金 無料
◆注意点

事前の予約が必要です。初回手続の際に事前面談が
必要ですのでご連絡ください。

★easy 版画 happy アニマル君
◆日 時 ６月１８日(日)１３時～１６時
◆対 象 小学生 ◆定 員 親子２０組
◆参加費 １組５００円

１）古文書講座 第１回
｢宮崎騒動覚書上」から宮崎郡５ヶ村逃散一揆未遂の資料

を全６回に渡り解読していきます。
◆日 時 ６月３日（土）１０時～１１時４５分
◆講 師 松浦 祥雄 氏（清武町史執筆者）

２）息軒会読 第６回、第７回、第８回
◆テーマ ｢『弁妄』詳解」
◆期 日 第６回 ６月１０日（土）

第７回 ６月１７日（土）
第８回 ６月２４日（土）

◆時 間 １３時３０分～１５時３０分
◆講 師 青山 大介（安井息軒記念館学芸員）

３）安井息軒記念館講座 第１回
◆テーマ ｢薩英戦争と飫肥藩」
◆日 時 ６月２４日（土） １０時～１１時４５分
◆講 師 那良 則人 氏（放送大学大学院歴史研究会）

上記の１）～３）については、次のとおりです。
◆会 場 安井息軒記念館 研修室
◆定 員 ４０名（当日まで受付可） ◆受講料 無料
◆申込方法

電話、FAX、メール、窓口で申込んでください。

★避難訓練
◆日 時 ６月１３日(火)１０時～１１時
◆会 場 清武地域子育て支援センター
◆対 象 子どもさんの年齢制限はありません。
◆定 員 １０組
◆内 容
・消火訓練を実践します。
・消防自動車・救急車の見学を行う予定です。

安井息軒記念館からのお知らせ
お問合せ先 ☎84-0234 FAX84-2634
メール sokken.yasui@pic.bbiq.jp

お知らせ 本月報は宮崎市のホームページにも掲載しています。

きよたけ児童文化センターからのお知らせ
お問合せ先 ☎85－6811

おことわり
新型コロナウイルスの感染状況によっては、掲載

している行事等の変更がありますので、各主催者に
確認してくださいますようお願いいたします。
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清武地域子育て支援センターからのお知らせ
お問合せ先 ☎84-2380

市社会福祉協議会清武支所からのお知らせ

お問合せ先 ☎55-6207

きよたけ郷土祭り実行委員会からのお知らせ
お問合せ先 ☎69-6645

歴史トピック in きよたけ
稲津掃部助重政（いなづ かもんのすけ しげまさ）
その２ ※説明文では「重政」と表記します。

黒田孝高からは、｢小大名の祐兵殿が大坂にいても、
思うように軍功をあげる機会は得られないでしょうか
ら、日向国に帰国して西軍に属した城を攻落して、東
軍としての明かしをたてるべきです」と伝えてきまし
た。
この策略を重病の祐兵に代わって実践指揮したのが

重政です。
宮崎城の城代 権藤種盛氏は、９月ごろ、伊東氏が

襲来するといううわさを聞き、兵糧を運び入れ篭城の
準備を整えるとともに、本城である県（延岡）に援軍
を依頼しました。ところが、県の重臣たちは伊東氏の
離反説を信じず、当主・高橋 元種が上方に出兵して
兵力が手薄であることなどを理由に断りました。
伊東軍が清武城から出陣したのは９月晦日（９月３

０日）、翌朝の１０月１日暁に宮崎城を攻め落としま
した。
実は，高橋元種は、秋月氏、相良氏らとともに西軍

（石田方）に属して美濃国大垣城に入城していました。

「清武ふるさと農産物加工センター体験会」の

ご案内 お問合せ・お申込み先 ☎84-2350
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http://kiyotakematsuri.sakura.ne.jp/

